（独立行政法人教員研修センター委嘱事業）
教員研修モデルカリキュラム開発プログラム
報　告　書
	プログラム名
	平成22年度
小学校・中学校・高等学校「伝統・文化に関する教育」研修
－伝統や文化を継承し、新しい文化を創り出す力をはぐくむ
指導力向上研修プログラム－

	プログラムの特徴
	1.「我が国の伝統・文化に親しみと誇りをもち、そのよさや美しさを語れる心豊かな子どもたち」を育てるために教員の指導力を向上する研修を実施する。
2．大阪府教育センターの実施する研修や府内の学校の授業に、関西舞台芸術研究所研修開発グループ実施のワークショップを取り入れ、子どもたちの五感へ有機的に刺激し、感じ取らせることで、伝統や文化に親しみながら、理解を深められる学習プログラムを作成する。
3.「伝統や文化に関する教育」が求められている背景及び意義につ
いてのシンポジウムを開催し、講演及び実践発表会等から学び、
議論することによって、「伝統・文化に関する教育」に対する意
識の向上を図る。
4．「伝統や文化に関する教育」に係る協議会を開催し、研修の評価・改善を行う。構成メンバーは、教育センター指導主事、関西舞台芸術研究所とする。


平成23年3月
機関名　大阪府教育センター
連携先　関西舞台芸術研究所研修開発グループ
プログラムの全体概要
本プログラムでは、下図の関係機関との連携協力体制スキームに基づき「伝統・文化に関する教育」研修を実施するとともに、研修終了後の受講者による授業実践によって伝統や文化を継承し、新しい文化を創り出す力をはぐくむ指導力向上を図った。また、「伝統･文化に関する教育」研修に係る連携協議会を定期的に開催することによって、研修内容の見直し及び評価、改善等を行った。
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（１）授業を受けた「伝統・文化」について事前に知っていましたか

（２）授業を受けた「伝統･文化｣に興味がありましたか

＜２＞授業について

（１）この授業を受講してよかったですか
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なった

親しみを感じた

9

13

7

0

1

その他

講師がよくなかった

面白くなかった

難しかった

興味が無かった

147 242 23 9

よく理解できた

少し理解できた

あまり理解できなかった
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（４）授業の時間について

＜３＞授業後について

（１）このような授業を受けたいですか

（２）この授業で体験したことをさらに深め(広げ)ていきたいですか

①はいと答えた人はどのように深め(広げ)ていきたいですか

137

14

146

17

34

59

136

107

111

4

その他

伝統･文化の価値を理解する力

集中力

知識･技能

異文化を理解しようとする姿勢や態度

新しい文化を創造する力

コミュニケーション能力

表現力･発信力

自己肯定感

伝統や文化を愛する気持ち
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実施期間：平成
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年
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月
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>

授業前の状況について

（１）授業を受けた「伝統・文化」について事前に知っていましたか

よく知っていた 少し知っていた 全く知らなかった

7 223 191 421

（２）授業を受けた「伝統･文化」に興味がありましたか

はい どちらかというとあった どちらかというとない ない

64 156 162 39 421

<

２

>

授業について

（１）この授業を受講してよかったですか

はい

どちらかというとそう思

う

どちらかというとそう思

わない

いいえ

269 126 19 8 422

①よかったと思った人はどこがよかったですか

親しみを感じた

これからの進路を考える

上で参考になった

自分の感性や能力に新し

い発見があった

自分に少し自信が持てた 講師がよかった その他

267 4 77 16 83 39 486

②そう思わない人はなぜですか

興味が無かった 難しかった 面白くなかった 講師がよくなかった その他

9 13 7 0 1 30

（２）内容は理解できましたか

よく理解できた 少し理解できた あまり理解できなかった 理解できなかった

147 242 23 9 421

①理解できなかった理由を書いてください

内容が難しかった 時間が短かった 教え方がよくなかった その他

57 38 0 5 100

（３）どんな力が身に付いたと思いますか

伝統や文化を愛する気持ち 自己肯定感 表現力･発信力 コミュニケーション能力 新しい文化を創造する力
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伝統･文化の価値を理解す
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（４）授業の時間について

長かった 適当であった 短かった

45 268 101 414

＜３＞授業後について

（１）このような授業を受けたいですか

はい いいえ

340 54 394

（２）この授業で体験したことをさらに深め
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広げ

)

ていきたいですか
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どちらかというとそう思

う

どちらかというとそう思

わない

いいえ
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)
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【１：低い～５：高い】
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(10)受講した伝統･文化を子どもたちに指導することで、子どもたちに何が身に付くと思いますか
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　　　【１：低い～５：高い】

（１）受講した伝統･文化についての興味･関心

受講前

1 2 3 4 5

2 18 100 85 55 260

受講後

1 2 3 4 5

1 4 7 98 157 267

（２）受講した伝統･文化についての基礎知識

受講前

1 2 3 4 5

34 77 118 24 5 258

受講後

1 2 3 4 5

1 18 71 132 39 261

（３）受講した伝統･文化についての基礎的技術・技能

受講前

1 2 3 4 5

61 65 99 24 3 252

受講後

1 2 3 4 5

4 20 88 117 37 266

（４）伝統･文化全般についての興味･関心

受講前

1 2 3 4 5

3 31 104 71 55 264

受講後

1 2 3 4 5

1 5 38 122 108 274

（５）伝統･文化全般についての認識･価値観

受講前

1 2 3 4 5

7 37 115 69 31 259

受講後

1 2 3 4 5

1 5 38 129 86 259

（６）受講した伝統･文化の親しみやすさや身近さを子どもたちに指導することができる

受講前

1 2 3 4 5

37 67 115 30 4 253

受講後

1 2 3 4 5

1 13 72 149 27 262

（７）受講した伝統･文化のよさや魅力を子どもたちに指導することができる

受講前

1 2 3 4 5

30 68 123 28 4 253

受講後

1 2 3 4 5
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（８）受講した伝統･文化の基礎知識を子どもたちに指導することができる

受講前

1 2 3 4 5

36 74 118 20 4 252

受講後

1 2 3 4 5

0 17 81 141 22 261

（９）受講した伝統･文化の基礎的技術・技能を子どもたちに指導することができる

受講前

1 2 3 4 5

44 66 116 23 3 252

受講後

1 2 3 4 5

1 18 74 143 25 261

（１０）受講した伝統･文化を子どもたちに指導することで、子どもたちに何が身に付くと思いますか
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日本の伝統・文化再発見！   「感 」 じて「動 」 く和の心と技  
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● 日時    平成 22 年 12 月 27 日（月）   午後１時 45 分   ～   ４時 45 分   ● 場所    大阪府教育センター   別館   第 11 ・ 12 研修室      

刻字  

 

平成 22 年度      大阪府教育センター    研究フォーラム     B －７分科会  

  参 加申し込みについ て              ■本研究フォーラムへの参加には、事前の申し込みが必要です。   ■参加を希望する方は、大阪府教育センターの Web ページ（ http://www.osaka - c.ed.jp/ ） から申し込んでください。   ■ 先着順で受け付けます。   ■ 申込期間は、 11/24 （水）午前 10 時～ 12/21 （火）午後５時です。 募集定員になり次第締め切りますので、ご了承ください。   ■教職員の方は、申し込みの際には、事前に所属長の承認を得てください。    

〒 558 - 0011   大阪市住吉区苅田４丁目 13 番 23 号   TEL 06 - 6692 - 1882  ・ FAX 06 - 6692 - 1898   http://www.osaka - c.ed.jp/     大阪府教育センター  

● 講演「間」は「魔」に通ず－日本文化の深奥－ ・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・ 河内   厚郎 （演劇評論 家 ）   ● 児童による落語   演目 「動物園」、「子ほめ」、「犬の目」、「狸のサイコロ 」 ・・・・・ ・・・・・ 阪南市立上荘小学校   ●平 成 22 年度小学校・中学校・高等学校「伝統・文化に関する教育」研修報告 ・・・・大阪府教育センター指導主事   ●実践発表・実践報告 ・・・・・・ 谷 廣   進一（ 大阪 府立夕陽丘高等学校）   松岡   千雅子（ 大阪 府立生野高等学校）   大阪府教育センター指導主事  

和太鼓  

書写  

OSAKA    EDUCATION    CE NTER  













学校における「伝統や文化」に関する教育の指導力向上
Ⅰ　開発の目的・方法・組織　　　　　　　　　　　　　　　
１　開発の目的
グローバル化が喧伝される近年、子どもたちには国際人としての成長が期待され、アイデンティティの根幹となるべき、「伝統や文化に関する教育」の充実が求められている。
そのような状況下、子どもたちに「伝統や文化」のよさを継承・発展するための教育を充実させることにより、豊かな感性や想像力を育てるとともに、自国への理解と尊敬を深め、国際社会の中で互いの文化や歴史を認め合うことが、真の意味での国際人の育成につながると考える。
本プログラムは、伝統や文化を教材にした体感ワークショップを通じて、日本の四季や生活の中で感じる伝統の心や精神を培い、自らの生き方を自覚できる学習プログラムである。さらには、児童生徒が人間としての在り方を自覚し，人生をよりよく生きるために，その基盤となる道徳性を育成しようとするものである。教育基本法において「我が国の伝統と文化の尊重」が新たに掲げられ、伝統や文化に関する教育の充実が必要となった今、体験活動を通じて、「伝統・文化を知り、伝統・文化に誇りをもち、伝統・文化を語れる」子どもたちを育成するために、指導者の指導力向上を目的とする。
《研修の4つの柱》
1．「我が国の伝統・文化に親しみと誇りをもち、そのよさや美しさを語れる心豊かな子どもたち」を育てるために教員の指導力を向上する研修を実施する。
2．大阪府教育センターの実施する研修や府内の学校の授業に、関西舞台芸術研究所研修開発グループ実施のワークショップを取り入れ、子どもたちの五感へ有機的に刺激し、感じ取らせることで、伝統や文化に親しみながら、理解を深められる学習プログラムを作成する。

3．「伝統や文化に関する教育」が求められている背景及び意義についてのシンポジウムを開催し、講演及び実践発表会等から学び、議論することによって、「伝統・文化に関する教育」に対する意識の向上を図る。

4．「伝統や文化に関する教育」に係る協議会を開催し、研修の評価・改善を行う。

構成メンバーは、教育センター指導主事、関西舞台芸術研究所とする。

《研修の主な内容》
1．「伝統・文化」体感型ワークショップ【研修編】
「伝統・文化」体感型ワークショップ【研修編】の実施記録書作成

2．学習プログラムの作成

3．「伝統・文化」体感型ワークショップ【実践編】

4．「伝統・文化」シンポジウムの開催

5．研修カリキュラムの評価・改善（【実践編】の効果測定及び授業分析から、より効果的なプログラムの作成）
２　開発の方法・組織

（1） 研修対象：小・中・高等学校および支援学校等教職員
（2） 研修日程案（講師等を含む）
	時期等
	内　　容
	目　　的

	７月
～８月

	「伝統・文化」体感型ワークショップ【研修編】
1 音楽・和太鼓（実演家　吉田　拓也）
2 音楽・箏（実演家　菊珠　三奈子）
3 能・謡（能楽師　梅若　基徳）
4 美術・絵手紙（創書家　堀井　桃蓮）
5 美術・陶芸（陶芸家　大原　千尋）
6 書道・書写（東京学芸大学教授　長野　秀章）
7 書道・木彫・刻字
（府立柏原東高等学校　教頭　美濃　幸男）
	伝統・文化の体感型ワークショップを通じて、「伝統・文化を知り、伝統・文化に誇りをもち、伝統・文化を語れる」子どもたちをはぐくむために、教職員の指導力を育成する。

	９月
	「伝統･文化」体感型ワークショップ【研修編】の実施記録書作成
	研修のまとめと分析を行い、
「伝統・文化」体感型ワークショップ【実践編】へつなぐ。

	10月
	学習プログラムの作成
「伝統･文化」体感型ワークショップ【研修編】の評価集計及び実施記録書に基づき、「伝統・文化」関する教育の充実のための学習プログラムを作成する。
	実施記録書の分析･研究により、授業における効果的な学習プログラムを考える。

	10月
～１月
	「伝統・文化」体感型ワークショップ【実践編】
学校現場において、学習プログラムを実施し、「伝統・文化」に関する授業を行い、実証研修とする。
	授業で学習プログラムを実施し、効果測定及び授業分析から、より効果的なプログラムを作成する。

	12月
	「伝統・文化」シンポジウムの開催
●講演「日本の伝統・文化」の特長について
－能・歌舞伎・文楽など、世界に誇る日本の古典楽劇に共通する性格を探り、同時にその普遍性を考察する
講師：河内　厚郎
（演劇評論家・夙川学院短期大学教授）
●体感型ワークショップの報告
（大阪府教育センター指導主事）
●実践発表
（実施校担当者）
●開発プログラム中間発表と今後の方向性に
ついて　（大阪府教育センター指導主事）
	「伝統・文化に関する教育」の背景や意義の定着を図る。
「伝統・文化」体感型ワークショップ【研修編】【実践編】について、振り返りと意見交換することにより、課題と改善の方向性について検討する。


（3）開発体制
	所属・職名
	氏名
	担当・役割

	大阪府教育センター
　カリキュラム研究室長
　　主任指導主事
　　指導主事
　　指導主事
　　指導主事
	松本　透
八巻　敏幸
恩知　理加
若山　良雄
仲谷　浩
	開発プログラム連携協議会事務局
「伝統・文化」教育担当・研修の
企画・立案

	関西舞台芸術研究所
研修開発グループ
	森村　暁子
川嶋　みほ子
若林　康人
	開発プログラム実施・運営・記録



Ⅱ　開発の実際とその成果　　　　　　　　　　　　　　　　
１　開発の実際【研修編】
「伝統・文化」体感型ワークショップ【研修編①】
「和太鼓」から広がる音楽学習（受講者 107名）
講　師：　吉田　拓也／野口　操
実施日：　平成22年７月27日(火)
　=============================================
■目　的：・伝統や文化を尊重する意義を知る。
・和太鼓を打つ姿勢、基本奏法を学び、初歩的な楽曲を演奏できるようにする。
・現場の授業をシミュレートし、授業における和太鼓の活用法を学ぶ。
■期待される効果：
・和太鼓の基本奏法を身に付け、学校における伝統音楽の指導の工夫改善を図る契機となる。
・和太鼓の表現力の豊かさを体験し、教員が和楽器や伝統・文化のよさを感じ取るとともに学校や児童の実態に応じた授業展開を計画・実施できる力を身に付ける。
■準備教材・設備等：
和太鼓、バチ、動きやすい服装
■研修の流れ（＠3時間×1日）
　　　　　　準備体操
　　　　　　　　↓
　　　　　　立ち方、バチの握り方を説明
　　　　　　　　↓
　　　　和太鼓1台に付き3、4名ずつにわかれて、太鼓の打ち方を解説
　　　　　　　　↓
　　　　　　「こきりこ」のリズムの実演
　　　　　　　　↓
　　　　　　場所の移動、構成を決め、交代で1人打ちの演習
　　　　　　　　↓
　　　　　　2人打ちの演習
　　　　　　　　↓
　　　　　　4人打ちの構成を解説、演習
　　　　　　　　↓
　　　　　　全体で4人打ちの合奏
■Advicepoints
　　　　　・和太鼓1台対して4人打ちの構成が可能である。
　　　　　・声に出してリズムを取ること、口唱歌が大切である。
　　　　　・和太鼓は打つ、振りを入れて動くなど、体力を使う為、適宜休憩を取り入れる。
■講師の感想（要約）
親しみやすい民謡「こきりこ」を教材に、和太鼓の響きや音色のよさを感じ取りながら、全身で奏でる和太鼓の特性を体感できる内容とした。指導内容が多かったが、グループ演奏を通して、受講者のコミュニケーションが図れ、集中力をもって、皆でやりきろうという空気ができたことは大変効果的であった。和太鼓を音楽科の教材に使用したいという希望が多いことに励まされ、今後は授業カリキュラムの中に和太鼓の題材を位置付け、教材を含め、より効果的な指導方法を考えて行きたい。実際の指導においては、楽器（和太鼓）の数が少なくても、演奏形態の工夫により授業として成立することも知ってもらえたと考える。
■受講者の感想（抜粋・要約）
・技術の習得だけでなく、子どもたちの表現力、集中力、発信力、コミュニケーション能力、達成感など、いろいろな力を付けることにつながるということを実感した。
・和太鼓は比較的簡単な楽器だが、みんなと気持ちを合わせないと一つの音にならない。コミュニケーション力の不足する子どもたちにとって、身体表現をしつつコミュニケーション力を養うのによい教材だ。
・和太鼓のグループ演奏は、互いに聴き合い、目と目で通じ合うアイコンタクトが自然に体験でき、2人打ちや4人打ちの隊形移動もあり、コミュニケーション能力が養える。
・和太鼓の音は心に響くものだと実感した。心の高まりを子どもたちにも体験させたいと思った。演奏の最後、「ヤー」の掛け声の後の静寂に感動した。
・日本古来の楽器（和楽器）に親しむ機会として和太鼓を一緒に打つことで、一体感が生まれる。
・最初は自分にできるか不安でも、だんだんと演奏できて行く喜び、そして集中力、コミュニケーションの大切さ、演奏後の達成感などを子どもたちに体験させたい。
・音楽の授業にどう生かして行くかをさらに考えて行きたい。
・真の国際人になるには自国の伝統･文化を理解し、伝えられなければいけないと痛感した。
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「伝統・文化」体感型ワークショップ【研修編②】
和楽器「箏」の魅力、響きを味わう（受講者44名）
講　師：菊珠　三奈子
実施日：平成22年８月９日(月) [基礎編]／８月10日（火）[応用編]
=============================================
■目　的：・日本の伝統や文化を尊重する意義を知る。
　　　　　・和楽器･箏の構造、歴史等、指導上必要な事項を学ぶ。
・和楽器･箏の【基本奏法・応用奏法】を学び箏の楽曲を演奏できるようにする。
・現場の授業をシミュレートし、授業における和楽器「箏」の活用法を学ぶ。
■期待される効果：
　　　　　・学校における伝統音楽の指導の工夫改善を図る契機となる。
[基礎編］・楽器の準備や姿勢などの授業の導入から、楽譜の読み方、箏の特徴的な奏法など指導力の向上が期待できる。
[応用編]・箏の演奏技能や知識をより深め、技術力、指導力の向上が期待できる。
・「箏」の表現力の豊かさを体験し、教員が和楽器や伝統・文化のよさを感じ取るとともに、学校や児童・生徒の実態に応じた授業展開を計画・実施できる力を身に付ける。
■準備教材・設備等：
箏一式、楽譜、箏爪、譜面台、立奏台、椅子
■研修の流れ　
[基礎編]（＠6時間×1日）
　　　　　　箏の取り扱い及び準備の説明
　　　　　　　　↓
　　　　　　箏の種類、部位、奏法、楽譜の読み方等の解説
　　　　　　　　↓
　　　　　　様々な奏法（トレモロ、スタッカートなど）の演習
　　　　　　　　↓
　　　　　　昨年の受講生が創作した曲の演習及び創作演習・発表
[応用編]（＠6時間×1日）
　　　　　　調弦、基本奏法の演習「練習曲」「かぞえうた」「糸車」「さくらさくら」
　　　　　　　　↓
　　　　　　「六段の調べ」「さくら変奏曲」の演習
　　　　　　　　↓
　　　　　　さまざまな奏法の解説（トレモロ、ピッチカート、スタッカート他）
　　　　　　　　↓
　　　　　　十七弦箏の解説、「さくら変奏曲」を一箏・二箏・十七弦箏で合奏
　　　　　　　　↓
　　　　　　「春の海」の解説と演習
　　　　　　　　↓
　　　　　　昨年の受講生が創作した曲の演習及び創作演習・発表
■Advice points
　　　　　・楽器（箏）の授業における可能性に気付いてほしい。
　　　　　・楽器（箏）が温度や湿度により変化するなど、楽器の取り扱いを知る必要がある。
■講師の感想（要約）
　授業に直結する奏法の演習を行った。受講生は予想を上回る習熟度であり、短い時間であったが、技術向上ができた研修であった。また、器楽、創作、鑑賞と幅広い授業の展開を視野に入れ、「箏」の授業における可能性に気付いていただけたと考える。今後も、学校現場の先生方の意見を伺い、箏を通じてこれまでにない音文化の発見や我が国の伝統・文化のよさを伝える指導方法を構築したい。
■受講者の感想（抜粋・要約）
[基礎編]
・初めて箏で創作したが、曲作りがそれほど難しいものでないことを知った。
・同じ楽譜でも調子が変わると曲の雰囲気がかなり変わることを発見した。創作曲もいろいろな調子で弾いてみようと興味がわいた。
・楽譜に頼らず、さまざまな音階が楽しめる筝の可能性を知り勉強になった。
・楽しく親しみをもって取り組めた。アレンジや作曲により箏がより身近なものになった。
・学生時代は西洋音楽中心で学んだが、やはり日本の音楽が根底にあるような気がする。
・奏法や音色のすばらしさも学び有意義だった。
[応用編]
・楽譜に自由に書いて、創作するのは本当によいアイデアと思う。
・箏の楽譜は音の長さが五線譜ほど複雑でなく、調弦によって楽曲の雰囲気が決まるので曲を作りやすいことがわかった。
・演奏できる喜び、工夫する楽しさが味わえる授業ができるようにさらに勉強して行きたい。
・和楽器ならではの魅力があるのを感じた。自校（支援学校）での実践に生かしたい。
・指導に当たって、体験だけにとどまらず、自分自身が伝統・文化のすばらしさに感動したことを明確に伝えられるように努めたいと思った。
	[image: image5.jpg]



	[image: image6.jpg]




	[image: image7.jpg]



	[image: image8.jpg]





「伝統・文化」体感型ワークショップ【研修編③】
「能の謡」の魅力を味わう（受講者17名）
講　師：梅若　基徳
実施日：平成22年７月29日(木)
 =============================================
■目　的：・伝統や文化を尊重する意義を知る。
　　　　　・能楽の歴史や内容等、指導上必要な事項を学ぶ。
・「能の謡」の体験を通じて、「能の謡」を実演できるようになる。
・現場の授業をシミュレートし、授業における「能の謡」の指導法を学ぶ。
■期待される効果：
・学校における伝統音楽の指導の工夫改善を図る契機となる。
・「能の謡」の演奏技能や知識をより深め、技術力、指導力の向上が期待できる。
・「能の謡」の発声の特徴や表現の豊かさを体験し、教員が和楽器や伝統・文化のよさを感じ取るとともに学校や児童・生徒の実態に応じた授業展開を計画・実施できる力を身に付ける。
■準備教材・設備等：
シート（土足厳禁の会場）、白足袋又は白ソックス
■研修の流れ（＠6時間×1日）
　　　　「能楽」についての説明
　　　　　　　　↓
能・謡の発声演習（強吟・弱吟）
　　　　　　　↓
摺り足体験
　　　　　　　　↓
謡「高砂」の演習
　　　　　　　　↓
能面と扇、能装束の話と能面付けの体験
　　　　　　　　↓
謡「高砂」「千秋楽」の演習
　　　　　　　　↓
仕舞「猩々」の演習
■Advice points
・ワークショップ体験後に「能」観劇をすると、能楽への理解がより広がる。

■講師の感想（要約）
能楽は日本で生まれ、現在まで継承されてきた伝統芸能でありながら、教育現場では、能楽を子どもたちに教えることができる先生が少ないことを実感した。謡の演習では大きな声を出して演習でき、難しい節を習得してもらえることができた。今後、授業における能の指導テキストが必要であると感じた。
■受講者の感想（抜粋・要約）
・伝統・文化に親しむ機会はなかなかない。五感で感じる実体験をして貴重な体験となった。
・専門的な技能なので専門家との連携を図ることが有効だと感じた。
・子どもたちにとって能は難しいものと感じていたが、申楽や初心の話は子どもが興味を持ちやすい話材である。
・謡は楽器より、初心者でも自分なりの表現がしやすい。声を出すことの恥ずかしさを乗り越えることが必要である。謡の抑揚は難しいが、特徴を楽しむことを伝えたい。
・日本古来の文化は、日本人の感性に合ったものが発展してきたものなので、子どもたちも抵抗なく受け入れられるように指導したい。
・感動した体験は、より熱意をもって生徒に伝えられるエネルギー源になる。
・伝統･文化の基礎知識･技術･技能が乏しいので、もっと勉強して指導できるようになりたい。
・海外では、自国の伝統・文化を学習してから、ある年齢で興味のあるものを選択するシステムができているが、日本はそれが欠けていることを痛感した。
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「伝統・文化」体感型ワークショップ【研修編④】
絵手紙入門（受講者15名）
講　師：堀井　桃蓮
実施日：平成22年8月6日(金)／8月9日（月）
　=============================================
■目　的：・日本の四季や生活の中で感じる心や思いを相手に届けるために、絵や言葉で表現する。

・「絵手紙は、生活感あふれるコミュニケーション手段である」ことを理解し、身近なものや季節の風物を題材にして、相手を思って、絵を描き、思いを書き綴ることができるようになる。

・「書は個なり、絵は個なり」を理解する。

■期待される効果：

・絵も字も上手である必要はなく、相手を思い、心を込めて描くことが大切であることを知る。

・思いを込めて描くことが、上質のコミュニケーション手段となることに気付く。

■準備教材・設備等：
絵の具、パレット、筆、水入れ、ティッシュ、画用紙（はがき大）、筆拭き雑巾

■研修の流れ（＠3時間×2日）

　　　　　　「絵手紙」についての話

　　　　　　　　↓

「金魚」「ハート」「幸せの重ね色」の描き方演習

　　　　　　　　↓

自己紹介と作品発表

　　　　　　　　↓

「草花」や「ファブリックの図案」を観察して描く

　　　　　　　　↓

「香月泰男」の作品紹介とお話

　　　　　　　　↓

身近にあるものを題材にして大胆に描く

　　↓

「平和の祈り」をイメージして、こどもたちへのメッセージを添えた作品づくり

　　　　　↓

まとめ：互いの作品を鑑賞し、授業での活用等について紹介する。

■Advice points

・面相筆など筆圧によって太さが変わる筆などを準備すると、創作の幅がひろがる。

■講師の感想（要約）
研修生全員で穏やかに創作できる空間をつくることができ、それぞれ、互いに学び合い、講師自身もイマジネーションを高めることができた。1日目に、理念や理論をしっかりと学習し、基礎試作を新鮮にやり遂げ、2日目には、応用編としての創作作品作りに熱心に取り組め、十分な成果があった。「絵も字も個なり」を理解し、「絵手紙」が伝統文化教育としての教材になることを、気付いてもらえた。
＜受講者の感想＞（抜粋・要約）
・筆の使い方や色のつけ方など、直接アドバイスしていただき、自分の絵にも活用できた。
・筆で絵を描く方法の中でも、具象的に描けたことがうれしかった。
・様々な視点から「伝統･文化に関する教育」についてお話を聞き、実技を行って大変感動した。
・堀井先生にほめていただいて、教師が子どもたちに投げかける一言が大きな影響力をもつことが身にしみてわかった。絵を描くという自由な活動が自信や意欲につながることを実感できた。
・堀井先生のすばらしい人柄に触れ、技法だけでなく講師の語りかけなど学ぶところが多かった。
・絵手紙は芸術ではなく、コミュニケーションのためのものであることが理解できてよかった。
・「絵は個なり」という言葉を聞いて安心して取り組むことができ、絵手紙がとても身近に感じた。
・教育や自分自身を振り返る時間が作れた。子どもたちの指導に役立てたい。
・これから機会を見つけて授業で取り上げたいし、自分自身でも絵筆を握っていきたい。
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「伝統・文化」体感型ワークショップ【研修編⑤】
陶芸「土でつくる」（受講者15名）
講　師：大原　千尋
実施日：平成22年7月27日(火)／8月5日(木)・19日(木)・27日(金)

　=============================================

■目　的：・準備や管理・焼成が面倒で敬遠されがちな陶芸の基礎をわかりやすく伝え、初心者でも授業に取り入れてみようという意欲がわくようにする。

・伝統・文化の教育に寄与する。

■期待される効果：

　　　　・土の特性を理解する。
・成形、装飾のバリエーションを楽しむ。音が出る楽しみを知る。

■準備教材・設備等：
テキスト、写真、スクリーン、粘土、釉薬（透明釉）、下絵の具（弁柄、呉須、銅）、ダンボール、ひも

■研修の流れ（＠3時間×4日）

　　　　　　焼き物の工程について説明および講師の作品を画像で鑑賞

　　　　　　　　↓

成形：土の特性や扱い方、技法工程について理解を深めながら「土鈴」と、型紙を使った器を成形する。

　　　　　　　　↓

削り：表面や縁を削り、形を整える。穴をあける。

　　　　　　　　↓

絵付けと釉掛け：下絵の具で模様を描き、上から透明釉を塗る

　　　　　　　　↓

仕上げ：鈴玉を付け、音を確認する

　　　　　↓

まとめ：互いの作品を鑑賞し、授業での活用等について紹介、協議する。

■Advicepoints

・講習時間外の作業（土の準備、作品の管理、窯詰め、焼成など）が、とても大事なので時間配分を考えて計画的に行うことが重要。

■講師の感想（要約）

陶芸に慣れている受講者は自分なりにより工夫を凝らし、期待以上の作品ができた。初心者でも失敗なく完成でき、慣れた人なら失敗を恐れて行わないような技術にも挑戦していた。事前準備、製作中の作品や土の管理、焼成には今後各自で経験を積んでいっていただきたい。陶芸のポイントや、成形、装飾はある程度習得できたようだ。できあがった土鈴のそれぞれ個性ある音を活用する機会として、音楽科とのコラボレーション（鑑賞・演奏）など、科目を越えた研修ができれば、それぞれの成果をさらに深く実感できると感じた。

■研修者の感想（抜粋・要約）

・最近の子どもたちは物や商品の素材にほとんど知識も興味もないが、陶芸は子どもが興味を持って取り組め、身近に伝統を知ることができると思う。

・粘土は制作途中で思い通りの形にならなくても、そこからまた自由に発想が広がり、制作の自由さを感じることができる教材である。「素材との会話」という意味で生徒にも触れさせたい。

・陶芸作品の制作には無限の可能性とおもしろさがある。

・ダンボールを使った皿や中をくりぬいてつくる立体などは、授業でも取り組める。

・学校に道具もそろっているが、授業時数の削減で1時間では陶芸ができない。また、窯があっても使用不可になっているのが現状。

・伝統工芸は確固たる技術の上に成り立つため、「こうでないといけない」となりがちだが、今回「最低限、大事なことだけおさえてやりましょう」というスタンスは学校での指導でも大事と思った。
・これまで学んだ陶芸の知識や技術、指導方法の再確認と人から学ぶ大切さを改めて感じた。
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「伝統・文化」体感型ワークショップ【研修編⑥】
刻字の指導について学ぶ（受講者16名）
講　師：　美濃　幸男

実施日：平成22年8月10日（火）／8月11日（水）

　=============================================

■目　的：・日本で広告や看板、表札などに見られる刻字を見つめなおし、その技法を書道教育

を通して伝統・文化としての刻字の技法を体験する。

■期待される効果：

・刻字の様々な技法を知り、その制作意図に適した技法を理解する。

・実際に刻字を体験することによって現在まで伝えられてきた文化を知る。

■準備教材・設備等：
刻字したい書、木版、紙やすり、筆記具、カーボン紙、彫刻刀、ノミ、槌、箔、
絵の具、筆、小皿

■研修の流れ（＠７時間×２日）

　　　　　　スライドによる町の中にある刻字の看板などの紹介、解説

　　　　　　　　↓

　　　　　　刻字するための書を選びカーボンを使って木版に写し取る

　　　　　↓

　　　刻字する際の道具と用途の紹介

　　　　　↓
　　　字体などに合わせて用具を選び彫る

　　　　　↓

　　　刻字作品の目的に合わせて着色する際の注意点の説明
　　　　　↓

　　　　　　箔のはり方の説明

　　　　　　　　↓

　　　　　　落款を押して完成させる

　　　　　　　　↓

　　　　　　それぞれの作品を発表し、講評する

■Advice points
　　　　　・原稿を書くところから演習を始めると、より刻字する(彫る)工程につながりをもつことができる。

　　　　　・文字数、サイズにより制作過程の時間が変わるため、2日間の作業にする場合は、1週間あけると、より作業がしやすい。

■講師の感想（要約）

　日本の伝統・文化として育まれてきた刻字を書道教育の観点から捉え、刻字の美しさなどを通して、日本文化を尊重する態度を培う指導を行った。受講者の制作過程の習得度は高く、制作作品の完成度も高かった。街中で見られる書の作品を、意識して見る姿勢も指導することができた。

■受講者の感想（抜粋・要約）

・刻り方、塗り方等、さまざまな技術や知識が身に付き、自信を持って指導できそうである。

・いろいろな字体の作品を見て心が和んだ。日本の文化・伝統に触れることができ、このような
すばらしいものを生徒たちに伝えなければならないと思った。

・刻字と毛筆はつながっていることがわかった。書き手と彫り手が同じなのでいろいろアレンジ
できる。自分の内在する書がよくわかった。

・かご字→刻り→塗りの間で、どんどん作品が変わってきた。作品を見て「刻字は人なり」と思った。

・今回、より立体的に見せる方法を学んだ。初めて木彫（刻字）を体験し、今後、授業に取り入れたいと思う。
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「伝統・文化」体感型ワークショップ【研修編⑦】
書　写（受講者76名）
講　師：長野　秀章

実施日：平成22年7月27日(火)

　 =============================================

■目　的：・新学習指導要領に基づき、学校教育現場で直ぐに役立つ書写の指導を学ぶ。
・国語教科において、わが国の言語文化に親しむ態度を育て、国語の役割や特質に
ついての理解を深めたり、豊かな言語感覚を養ったりするための内容を理解する。

■期待される効果：

・新学習指導要領改訂事項を理解し、書写の授業を科学的に展開する方法を学ぶ。

・教師は書のプロでなくていい、書写の授業という地図を進むナビゲーターに徹する立場を知る。

・漢字の一筆と一筆の「接し方」「角度の違い」を理解し、文字の秩序化を知る。
・基本となる点画である「とめ」「はね」「はらい」「はらいとめ」「おれ」「まがり」
「そり」の筆使い（硬筆、毛筆ともに）ができるようになる。（字種により筆遣いが
違うことも理解すること）

■準備教材・設備等：
硯、筆、墨、半紙、文鎮、OHP

■研修の流れ（＠6時間×1日）

「新学習指導要領」についての話

　　　　　　　　↓

漢字の「接し方」「角度の違い」の解説と演習

　　　　　　　　↓

「書写を科学的に捉える」の解説

　　　　　　　　↓

基本となる点画の解説と演習

　　　　　　　　↓

毛筆の筆使い（面の使い方）の解説と半紙の使い方

　　　　　　　　↓

授業指導案における参考資料の解説

■Advice points

・生涯において、硬筆でも毛筆でも、基本となる点画が書けるようになるための
「書写」と捉え、字のイメージを子どもたちに持たせることによって、文字への興味がひろがる。

■講師の感想 (要約)

学校教育現場にスグに役立つような指導内容とした。特に毛筆の技能が苦手と思われる教員に対しての指導の充実を図った。受講者の習得度はかなり高かったと思われる。また、小・中学校の国語科書写を科学的に指導し、理解が得られたと思う。会場の天井が低かったので、後方まで提示したものが見づらかったのではないかと思う。今後、開催する場合、100人を超えても指導できるような会場準備をお願いしたい。

■受講者の感想（抜粋・要約）

・中学書写と高校芸術書道の違いや意味などを知り、勉強になった。

・文字の「おれ」の角度などの法則を学び、書写も理論的に指導できることを始めて知った。

・フェルトペンまたは鉛筆の指導の仕方、また「書写」授業の事例紹介もあればよかった。

・文字の筋の通ったきまりや、点や部品の集めた文字が漢字だということなど、改めてわかった。

・日頃「何となく」で書いてしまっていることに気付いた。指導書等に書かれていない理論を学べた。

・理論的に書写を見つめることができ、とても新鮮だった。

・子どもたちにかわりに書いてもらうということを発見した。

・伝統・文化を指導するためには基礎的基本的な知識が必要。広く多くの分野の知識を持ちたい。

・技術の高い教員でなくても基本の点画がかけるのであればよい、「書写を科学する」など学んだ。

・日と口や横画からの筆づかいなど勉強になった。
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２　研修編における効果測定


３　開発の実際【実践編】
「伝統・文化」体感型ワークショップ【実践編①】
「能の謡」（受講者238名）
授業者：谷廣　進一（大阪府立夕陽丘高等学校教諭）

講　師：梅若　基徳

実施日：11月19日（金）・26日（金）・29日（月）・12月3日（金）

　  =============================================

■目的：・能楽の歴史や内容を知り、我が国の伝統・文化の理解を深める。

・「能の謡」を体験することにより、我が国の伝統･文化のよさや特徴を知る。

・「能の謡」が実演できるようになる。
■期待される効果：

・「能」をはじめとする我が国の伝統･文化に関心をもち、身近なものとして理解する。

・「能の謡」を体験し、発声の特徴を感じ取り、工夫して表現する。
■準備教材・設備等：
土足厳禁の会場、白足袋または白ソックス持参

■授業の流れ（②～④は外部講師を招聘）

①「能楽」についてＤＶＤ及び教材プリントによる解説

②謡「高砂」「千秋楽」の解説

実演、発声演習

③「能面」の解説

「装束体験」「能面つけ体験」「すり足体験」

④謡「高砂」「千秋楽」の演習、合唱、成果解説

仕舞の見方の解説

公演鑑賞　舞囃子「神楽」、仕舞「高砂」、仕舞「船弁慶」、仕舞「土蜘蛛」

⑤謡「高砂」「千秋楽」の復習

　　　　　　「高砂」「千秋楽」のいずれかを選択し、グループ発表、相互評価
■Advice points

・能の知識は個人差が大きいので、事前に生徒たちの「能」の認知度や疑問点をアンケート等で調査しておくと講師側からポイントを押さえて指導していただける。

・ワークショップ体験後に「能」を鑑賞すると、能楽への理解がさらに広がる。
	
	


実践発表－「能の謡」の魅力を伝える－
府立夕陽丘高等学校　教諭　谷廣　進一

１　趣旨

グローバル化が叫ばれる今、生徒たちには将来国際人として活躍するための力が求められている。相手を理解するためには、まず自分を理解することが必要と考えるが、そのための土台となる「伝統・文化」について、生徒たちの知識や理解は決して十分でないと感じている。

今回「能の謡」を芸術科（音楽）の授業で取り上げることによって、「伝統・文化」に対する生徒たちの興味・関心を喚起し、体験活動を通じて、それらを尊重する精神を育むことが、他国の「伝統・文化」を認めることにつながり、ひいては互いの文化や歴史について理解しあう、真の意味での国際理解教育につながると考える。

２　授業の概要（左頁「授業の流れ」参照）

３　まとめ　～「伝える」から「育む」へ～

前述の趣旨に基づき、「伝統・文化に関する教育」の重要性を認識しつつも、ジャンルによっては教える側の知識やスキルが乏しいことは否めない。そこで、事前に府教育センター実施の「伝統・文化に関する教育」カリナビ･オープン講座を受講し、「能の謡」に関する知識・技能を予め習得したことは有効であった。

第2回～第4回の授業は外部講師（能楽師）を招聘して行った。実際に能の装束で登場いただき、生徒たちにとっては本物に触れることで、得るもの、感じるものが非常に大きかったと思われる。

事前のアンケート調査では、「能」に関する生徒の関心が低かったが、実際に体験するとさほど取っつき難いものではなく、むしろ新鮮な気持ちで積極的に取り組めたことが、事後のアンケート結果からもうかがえる。教える側としては、「できること（身近なこと）から始める」「生徒とともに学び、体験し、伝える」ことが、「伝統・文化」を尊重する心を「育む」ための一歩であることを実感した。

	[image: image29.jpg]



	[image: image30.jpg]






「伝統・文化」体感型ワークショップ【実践編②】
「陶芸　―マイカップをつくろう！―」（受講者4名）
授業者：本山愛（大阪府立箕面支援学校教諭）

実施日：平成22年10月25日(月)

   =============================================

■目　的：・粘土の感触を楽しみながら、陶芸の基本的な技法を学ぶ。
・用途を考え、自分の好きなデザインを考える。

■期待される効果：
・制作過程の互いの作品の良さを認め合う。

■準備教材・設備等：
粘土、粘土板、てろくろ、ぞうきん、石膏型、切り糸、エプロン、竹串、なめし皮

■授業の流れ（＠2時間×1日）
前回の活動の振り返り、本時の活動の説明

　　　　　　（土台にひも状の粘土を積み、つなぎ目をなくしながら高くしていく。
難しい生徒は石膏型の周りにひもを積むようにする。）

　　　　　　　　↓
材料・道具の確認

　　　　　　　　↓
土台作り。ひもを作り、土台に積む。口元を薄くし、なめし皮をあて、滑らかにする。
ろくろから取り外し、底にサインする。
　　　　　　　　↓
片付け（各自、道具や手を洗って片付ける。机を拭く。）

　　　　　　　　↓
感想を聞く。
-------------------------------------------------------------------------------------
実践発表－「陶芸」－

大阪府教育センター　カリキュラム研究室　仲谷　浩
　大阪府立箕面支援学校高等部では、以前より授業に陶芸を取り入れ、その作品は「モノレール展」としてモノレールの駅に展示発表している。今回、陶芸が専門である本山先生に夏の研修に参加いただき、さらにその成果を取り入れた授業を実践していただいた。ろくろやなめし皮等を使い陶芸の基本を学ぶことで、自然と伝統・文化に触れることができる授業内容であった。

■土台作り。ひもを作り、土台に積む。口元を薄くし滑らかにする。ろくろから取り外す。

土台作り（カップの大きさに合わせる）
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■ひも作り
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■土台に積む。口元を薄くし、なめし皮をあて、滑らかにする。
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■ろくろから取り外す。カップ部分の完成。
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■その後、素焼き完成　　　　　　　　　　本焼き完成！

「伝統・文化」体感型ワークショップ【実践編③】
「刻字」（受講者30名）
授業者：町田　千智（大阪府立渋谷高等学校教諭）

実施日： 11月10日（水）

　　  =============================================

■目　的：・伝統・文化である「刻字」を通し、豊かな心と表現力を育てるとともに、伝統や文化に対する興味を持ち、尊重する態度を育成する。

・制作を通して街中の書にも関心を持ち、鑑賞眼がさらに深める。

・今までの書学習を生かす応用の場として、筆の動きの理解を深める。

■期待される効果：

・刻字作品の制作を通して、筆の動きを詳しく深く理解し表現する。

・筆の動き・リズム（筆脈・太細など）といった筆意を、刻字作品に表現する。

■準備教材・設備等：
鑑賞用刻字、書道用具一式、彫刻刀

■単元全体の指導計画（16時間）

①作品のイメージを考え、書稿を練る（書く）　　　6時間

②書稿を写し、刻す。落款を入れ刻す（写す・刻す）6時間（本時1・2／6時間目）

③板に色を塗る（塗る）　　　　　　　　　　　　　2時間

④鑑賞会・批評会（自己批評・相互批評）　　　　　2時間

本時の内容の流れ

　　　　　刻字作品を鑑賞　→　前時（書く）の復習　→　書稿を写し、刻す

■Advicepoints
・刻字制作をきっかけに、刻字に興味を持ってもらうために、街中にある「刻字収集」
することなどを事後学習にすると、より効果的である。
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刻字作品制作を通してー完成までの姿からー

実践発表－「刻字」－

大阪府立生野高等学校　教諭　松岡千雅子

１．趣旨

刻字作品に取り組むことにより伝統や文化のよさを感じ取り、豊かな心・創造力を育てる

２．概要

①刻字とは

　・書の線は立体である

　・彫るということ

　　

②課題設定の理由

　　　・長時間掛け、様々な行程（原稿制作→木に写す→木を刻す→仕上げ）を進める中で求められる力を付ける

　　③研修の意義

　　　・技術面の向上

　　　・作品完成までの追体験

　　　・意識面での変化…身近にある伝統・文字文化を再確認

　　④生徒の成長

　　　・書の線が立体になっていく感動

　　　・作品を仕上げていく姿

３．まとめ　

・刻字作品を大切に扱う姿・他者の作品を褒め、認め合う姿

・芸術書道・文字文化への興味・関心

・高校2年生で取り組む意味

４　実践編における効果測定




５　シンポジウム：研究フォーラム　B-7分科会
日本の伝統・文化再発見！～「感」じて「動」く和の心と技

平成22年12月27日

　　  =============================================

■講演：「間」は「魔」に通ず　～日本文化の深奥～　演劇評論家　河内厚郎

「気」は「機」なり、「間」の妙味にこそ日本文化の特色が発揮される。

日本のプロ野球に見る、投手のインターバルや、サインの「間」は、アメリカのベースボールには見られないもので、能や歌舞伎など、伝統芸能に通ずる面がある。相撲にも立ち合いに到るまでの長い仕切りという「間」があり、ゴルフにも芝生を歩く「間」がある。
この「間」は、農耕民の、受動的で、忍耐強い身体動作の蓄積がもたらしたとも考えられる。牧畜民とくに遊牧民には見られないものだ。

生活の場である部屋を間（ま）と呼び慣わし（居間・客間…）、「間がよい・わるい」「間を持たせる」「間を置く」「間に合わせる」「間が抜ける」「間を外す」…あるいは、「時間」「空間」「世間」「人間」という具合に、対象との距離感を意識したりする際、常に「間」を添えてきたのが日本文化であり、芸能の世界においては、「間」は「魔」に通ず、という奥深い言葉もうまれた。「主体」と「客体」を明確に分離せず、両者の関係性のほうに重きを置くのが、日本語ならびに日本文化の特色といえる。

■落語：阪南市立上荘小学校児童　　
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■研修の報告　体験型ワークショップ研修編の報告

　　　　　　　　大阪府教育センター　主任指導主事　八巻敏幸

実践発表　

　　　　　　　　　音楽　　　　　　　　：大阪府立夕陽丘高等学校　　　谷廣　進一

　　　　　　　　　書道・書写　　　　　：大阪府立生野高等学校　　　　松岡　千雅子

　　　　　　　　　美術・工芸・図画工作：大阪府教育センター指導主事　仲谷　浩

■まとめ　「今後の方向性について」

　　　　　　　　　大阪府教育センター　指導主事　恩知　理加

６「伝統･文化に関する教育」研修に係る連携協議会

－研修の評価及び改善

【期待される開発成果】

（１）学習プログラムの開発

実演家等、外部人材と連携し、「伝統や文化に関する教育」を教育課程に位置付け、日常の授業の中で有機的に生かすことのできる学習プログラムの開発を行う。
（２）開発したプログラムの普及

プログラム内容と実践事例を、指導マニュアルとして収録し、研究発表大会やWeb等を通して府内の芸術教育にかかわる指導者や子どもたちに普及する。
（３）開発後の連携協力

大阪府教育センター、関西舞台芸術研究所研修開発グループが連携し、「伝統・文化に関する教育」学習プログラムの普及･振興、授業における効果測定を行い、継続的にカリキュラムづくりを進める。

７　研修の成果
本研修は、本事業の趣旨に基づき、教員が教員対象の研修を受講し、その後研修を受講した教員が学校にて、受講した研修内容を実際に生徒対象に実践するという形態で行った。
（１）研修編アンケート調査
7研修（和太鼓、箏、能・謡、絵手紙、陶芸、書写、刻字）の平均受講者259名による実施前および実施後のアンケート調査結果から
・伝統・文化についての興味・関心度は、受講前に｢やや高い、最も高い｣を合わせて53％であったが、受講後は95％になり、実際に体験することによって、興味・関心度が高くなった。
・伝統・文化についての基礎知識は、受講前、「やや高い、最も高い」11％から、受講後は66％となり、また、基礎的技術・技能は、受講前は「普通以下」が89％を占めていたが、受講後は反対に｢普通以上｣が91％となり、1日あるいは2日にわたる受講により、基礎知識が深まり、基礎的技術・技能が身に付いたことがわかる。
・伝統芸術・文化全般についての興味・関心度や認識・価値観は、受講前、受講後共に、8割以上が「普通、やや高い、最も高い」と答えているが、自由筆記欄に「関心はあるが、そのような機会がない、少ない」という記述が多かった。教師をとりまく環境の中でも、伝統・文化に関する情報をキャッチする機会が少ないことがうかがえる。
・受講した伝統・文化の①親しみやすさや身近さ、②良さや魅力、③基礎知識、④基礎的技術・技能を、子どもたちに指導することができるか、という問いに対して、受講前には、「ややできる、できる」が平均12％であったが、受講後は66％になり、実際に体験して身に付いたことにより、指導する自信と意欲が高まったことがわかる。
・受講した伝統・文化を指導することによって、子ども達に身に付くと考えられることは、「伝統や文化を愛好する心情」｢表現力・発信力｣「自己肯定感」の順で高く、教師自身が、伝統・文化を学ぶことの意義を認識していることがうかがえる。
（２）実践編アンケート調査
研修を受講した教員が、実際に自校にて生徒対象に行った実践編（能・謡、箏、刻字の全員421名）のアンケート調査結果から
・受講した伝統・文化について事前に知っていた生徒は２％以下であった。ほとんどの生徒が、能や箏、刻字についての知識がなく、生徒たちの環境の中に、いかに伝統・文化に関わる機会が少ないかがうかがえる。しかし、そんな中、「興味があったか」という問いに対しては、52％の生徒が「興味があった」と回答し、伝統・文化に対する興味・関心度は高いことがわかる。
・受講後、「この授業を受講してよかった」と回答した生徒は94％にのぼった。受講して良かった点では「親しみを感じた」が突出して高く、次いで「講師が良かった」「自分の感性や能力に新しい発見があった」という項目が高かった。また、受講した内容の理解度については、92％が「よく理解できた、少し理解できた」と回答し、実際に、伝統・文化を体験して学ぶことにより、興味・関心度は高くなり、理解度も上がることがうかがえる。
・受講した内容を理解できなかった点としては、「内容が難しかった」「時間が短かった」という回答がほとんどで、伝統・文化に接する機会が少なく、情報不足などによる知識・体験の少なさや、継続的に受講できる機会が必要であることなどがうかがえる。
・実際に身に付いたと感じた点は、「表現力・発信力」「伝統や文化を愛する気持ち」｢知識・技能｣「伝統・文化の価値を理解する力」の順で高く、短い時間であっても、体験する機会があることによって、伝統・文化の心や精神を培うことができると考えられる。
・今後、「このような授業を受けたいですか」という問いに対して、86％の生徒が「はい」と回答している。また、｢この授業で体験したことをさらに深め(広げ)ていきたいですか｣の問いに対しても、71％の生徒が「はい、そう思う」と回答し、そのうちの94％は「体験や感動を家族や友達など、周りの人に伝えたい」「趣味(習い事、鑑賞者など)にしたい」という回答であった。短い時間であっても、体験して学ぶことによって、伝統・文化に関する興味は深まることがわかる。
（３）アンケートまとめ
子どもたちに｢伝統や文化｣の良さを気付かせ、継承・発展するための教育を充実させるためには、｢体験して学ぶ｣ということが一番重要である。学校の授業で｢体験する｣ためには、まず、学校の教員自身がその知識や技能を体験し、そのよさを実感することにより、そこで得られた感動が、子どもたちに伝えていく熱意となり、実際に伝統・文化の授業を行っていくことができる。
アンケートの結果からも、教員自身が体験することによって、知識や技能はもちろんのこと、子ども達に伝えたいという熱意が身に付いたことがわかる。しかしながら、長い年月で継承されてきた伝統・文化は、教員が短時間で身に付けたことだけでは十分ではなく、プロのアーティストによる本物にふれさせることも必要になるため、教員（学校側）とアーティストとの連携によって伝統・文化の授業を実施していくことが重要となる。
Ⅲ連携協力による研修についての考察
１　本研修で開発した関係機関との連携プログラムについて

授業時間は限られている。先人が長きにわたって継承してきた｢伝統・文化｣を、容易に授業で取りあげることができるように、短時間で、系統立てて、より効果的に学ぶことができるカリキュラムを関西舞台芸術研究所研修開発グループと連携することによって開発することができた。
また、学校の事情は多様であり、アーティスト側の必要とする環境もまた多様である。それぞれの多様性を効率的にコーディネートすることによってはじめて、実際の授業にスムーズに取り入れることができる。日時や授業内容および進め方、そして実施前後の効果測定およびその分析を行うことで、よりよいカリキュラムの作成をめざすことができる。継続的に実施することにおいても、コーディネーターの果たす役割は大きい。
２　関西舞台芸術研究所研修開発グループの取り組みについて
同研究所がおこなってきた｢感動の伝道師｣事業は、子どもたちの心豊かな感性を育むと共に、「伝統・文化」の裾野拡大を図ることを目的として、「伝統・文化」のプロのアーティストを講師として学校へ派遣し、体験型授業を実施するものである。
この事業の目的は子どもたちが国際人として成長していくために、アイデンティティの根幹となるべき｢伝統や文化｣に関する教育を通じて、｢伝統・文化を知り、伝統・文化に誇りを持ち、伝統・文化を語れる｣子どもたちを育成していくことにある。｢伝統・文化｣の体験活動を通して、①伝統や文化を愛好する心情、②自己肯定感、③表現力・発信力、④コミュニケーション力、⑤新しい文化を創造する力、⑥異文化を理解すようとする姿勢・態度、を子どもたちに培うことによって、子どもたちの豊かな感性や想像力を育てると共に、自国への理解と尊敬を深め、そのことが国際社会の中で互いの文化や歴史を認め合うことや、真の意味での国際人の育成にもつながるのである。
　
３　連携の実績及び成果

（1）関西舞台芸術研究所研修開発グループの人材・手法を研修で活用
　｢伝統・文化｣に関する専門の情報を熟知していることや、これまでの学校におけるワークショップ実施実績を活かし、人材および手法を、研修で活用した。
（2）実証研修における連携
より効果的な研修内容を連携して作成し、実証研修を実施した。
（3）関西舞台芸術研究所研修開発グループの効果測定システムを活用
｢感動の伝道師｣事業での実績を元に、本事業の趣旨に合うように効果測定システムを連携して開発し、活用した。
（4）研修の成果物における連携
　・研修教材資料集作成における連携協力
　　より効果的な研修教材資料を、連携協力して作成した。
・報告書作成における連携協力
研修の実施運営を連携して行い、また記録を取って、報告書を連携協力して作成した。
　・ホームページ作成における連携協力
学校にて実施可能なカリキュラムの紹介として、ホームページを連携して作成した。
４　連携によるメリット

（１）ワークショップ（体験型授業）の意義

関西舞台芸術研究所研修開発グループは文化に通じた次世代の育成を図るため、多感な成長期にある児童・生徒を対象に、第一線で活躍する芸術家・実演家・アスリート等を講師に招き、芸術・文化を授業に組み入れたワークショップ（体験型授業）を実施してきた。（実施例：伝統芸能／書道／美術／ミュージック／舞踊／大阪文学／ドラマテクニック／食文化／スポーツなど）

本年度は日本の伝統・文化に特化し、芸術家や実演家との出会いを通じて、児童・生徒たちが伝統や文化に親しみをもちつつ、その良さを体感することに焦点を当てた。子どもたちの感性や想像力を豊かにし、日本の伝統文化の継承・発展とともに、自国への理解と尊敬を深め、国際社会において互いの文化や歴史を認め合うことのできる真の国際人の育成に資するものと考える。

以上の趣旨に基づき、同グループと大阪府教育センターとの情報の共有、および意見・提案の交換など密な連携体制によって、モデルカリキュラムプログラムを開発する。

（２）効果的な実施のために

ワークショップを効果的に実施し、よりよい成果をあげるためには、[1]ワークショップを年間の教育カリキュラムの中に的確に組み込む、[2]目的・効果・到達点などを講師と綿密に協議・調整して実施する、[3]事前・事後学習を含めた準備、児童・生徒への動機付けに十分配慮する等、受け入れ側の学校の教職員の理解と認識が要諦となる。そのためには、教職員自身が実際にワークショップを体験し、その効果を実感できる教職員向けワークショップ（平成22年度現在、大阪府教育センターと同開発グループの連携により実施）等への参加が非常に有効である。また、学校でのワークショップを失敗なく実施するには、専門のノウハウをもち、あらゆる事柄に対応・サポートできるコーディネーターを活用することが望ましい。

（３）コーディネーターの役割

・学校の教科にないジャンルとのコラボレーションができ、研修の間口を広げられる。

・文化・芸術分野での高い効果が期待でき、他分野に展開する場合には、豊富な人材の中から
最適な講師を選ぶことができる。

・専門性が高くなると型（準備物や言葉）があるため、打合せがスムーズにできる。

・不明な点や困難な事項が生じた際、豊富な経験に基づいてスムーズな対応ができる。

・NPO法人や企業との連携を継続的に行うために必要な金銭面その他の条件に関する話し合いや、直接には伝えにくい事項の交渉役、煩雑な事務処理等を委託できる。

（４）今後の協力体制及び活用法

大阪府教育センターと関西舞台芸術研究所研修開発グループの連携により、各学校において「伝統･文化」カリキュラムプログラムが効果的に実施できる環境づくりに取り組む。

また、同センターを通じて教職員研修としてのワークショップ開催はもとより、「芸術文化の多角的発見！」をキーワードに、学校や行政、地域に対してワークショッププランや鑑賞会等を提案し、実施に向けて学校と協力体制をとる。

Ⅳその他　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　キーワード

伝統　文化　芸術　異文化　
連携　表現　発信　コミュニケーション　
体感　自己肯定感　達成感
音楽　美術　工芸　書写　書道　図画工作
和太鼓　箏　能の謡　絵手紙　陶芸　刻字
２　人数規模および研修日数（回数）
	研修名
	人数
	研修回数

	研修編
	和太鼓
	107
	1

	
	筝
	44
	2

	
	能の謡
	17
	1

	
	絵手紙
	15
	2

	
	陶芸
	15
	4

	
	刻字
	16
	2

	
	書写
	76
	1

	実践編
	能の謡
	238
	4

	
	陶芸
	4
	1

	
	刻字
	30
	1


Ⅴ参考資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　「伝統･文化に関する教育」研修に係る連携協議会設置要綱
１　設置

本会は、教員研修モデルカリキュラム開発プログラム　小学校・中学校・高等学校「伝統・文化に関する教育」研修に係る連携協議会と称する。

２　目的　

本会は、大阪府教育センターの平成22年度小学校･中学校･高等学校「伝統･文化に関する教育」研修が独立行政法人教員研修センターの平成22年度教員研修モデルカリキュラム開発プログラムに採択されたことを受けて、本研修の円滑な実施及び改善に関する指導・助言を行うことを目的として設置するものとする。

３　構成員及び任期

本会は、連携機関である関西舞台芸術研究所研修開発グループ所員及び大阪府教育センター所員で構成する。委員は大阪府教育センター所長が委嘱するものとし、その任期は1年とする。

４　運営

　本会の会議は、必要に応じて構成員を招集し、開催する（年間６回程度）。

５　事務局

　　本会の事務局は、大阪府教育センター教育課程開発部カリキュラム研究室内におく。

（附則）この要項は、平成22年4月1日から施行する。　　

（構成員）
	所属
	職名
	氏名
	事務局

	関西舞台芸術研究所研修開発グループ
	代表
	森村　暁子
	

	関西舞台芸術研究所研修開発グループ
	所員
	川嶋　みほ子
	

	関西舞台芸術研究所研修開発グループ
	所員
	若林　康人
	

	大阪府教育センター　教育課程開発部
	部長
	清水　隆
	

	大阪府教育センター　

教育課程開発部　カリキュラム研究室
	室長・首席指導主事
	松本　透
	

	大阪府教育センター　

教育企画部　企画室
	主任指導主事
	八巻　敏幸
	

	大阪府教育センター　

教育課程開発部　カリキュラム研究室
	指導主事
	若山　良雄
	

	大阪府教育センター　

教育企画部　学校経営研究室
	指導主事
	恩知　理加
	

	大阪府教育センター　

教育課程開発部　カリキュラム研究室
	指導主事
	仲谷　浩
	事務局


２　「伝統･文化に関する教育」研修に係る連携協議会の記録

（1）第1回「伝統･文化に関する教育」研修に係る連携協議会

日　時：平成22年4月27日（火）13：30～16:00

場　所：大阪府教育センター音楽研修室

内　容：[1] 連携協議会設置要綱について
[2] 教員研修モデルカリキュラム開発プログラムについて
[3]実施計画全体について

　　　　　①体感型ワークショップ【研修編】について

　　　　　　　・趣旨：「伝統・文化に関する教育」ではぐくむ力

　　　　　　　・日程および事業の趣旨確認

　　　　　　　・実施記録書、学習プログラムの作成について

　　　　　　　　　様式・効果測定方法など

・学習プログラムとしての指導案作成について

　　　　　　②体感型ワークショップ【実践編】について
・実践編授業の実施要領・スケジュール

・実施協力校の選定について

　　　　　　③シンポジウム（大阪府教育センター研究フォーラム）の開催について
・日時：平成22年12月27日

・プログラムおよび発表内容の検討
[4] その他

（2）第2回「伝統･文化に関する教育」研修に係る連携協議会

日　時：平成22年6月3日（木）13：30～16:00

場　所：大阪府教育センター音楽研修室

内　容：[1]小学校･中学校･高等学校「伝統･文化に関する教育」研修について
①体感型ワークショップ【研修編】について
・研修の実施に当たって
・研修の効果測定について…アンケートの検討
・実施記録、学習プログラムの作成について
②体感型ワークショップ【実践編】について

・授業実施に当たって・実施協力校について
③シンポジウムの開催について

　　　　　　　・大阪府教育センター　研究フォーラム

　　　　　　　・分科会タイトルの決定

　　　　　　　・内容の検討 … 講演、実践報告、実演、展示
[2] その他

（3）第3回「伝統･文化に関する教育」研修に係る連携協議会

日　時：平成22年7月6日（火）13：30～16:00

場　所：大阪府教育センター音楽研修室

内　容：[1]小学校・中学校・高等学校「伝統・文化に関する教育」研修について
①体感型ワークショップ【研修編】について
・研修の効果測定について（教員用、児童・生徒用及び講師用アンケートの作成）

・研修の実施日程及び当日の役割について

・記録方法、データの取扱いについての検討
②体感型ワークショップ【実践編】について
・実施協力校の選定及び取材について
③シンポジウム（大阪府教育センター　研究フォーラム）の開催について
・テーマ：日本の伝統・文化再発見！「感」じて「動」く和の心と技
・絵手紙などの展示スペースの併設について
④研修報告について
 [2] その他

（4）第4回「伝統･文化に関する教育」研修に係る連携協議会

日　時：平成22年9月14日（火）13：30～16:30

場　所：大阪府教育センター音楽研修室

内　容：[1]小学校･中学校･高等学校「伝統･文化に関する教育」研修について
①体感型ワークショップ【研修編】について
・研修記録書について

②体感型ワークショップ【実践編】について
・実施協力校について
・学習プログラムの作成について

　　　　　③シンポジウム（大阪府教育センター　研究フォーラム）の内容決定
[2]その他

（5）第5回「伝統･文化に関する教育」研修に係る連携協議会

日　時：平成22年12月2日（火）13：30～16:30

場　所：大阪府教育センター音楽研修室

内　容：[1]小学校・中学校・高等学校「伝統・文化に関する教育」研修について
①シンポジウム（大阪府教育センター研究フォーラム）の開催について
・会場下見及び運営計画、配布資料等の決定

②体験型ワークショップ【実践編】について
・実施内容の紹介
・学習プログラムの作成について
③研究報告書の作成について
[2] その他
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小学校・中学校・高等学校「伝統・文化に関する教育」研修


　　　－伝統や文化を継承し、新しい文化を創り出す力をはぐくむ指導力向上研修プログラムー
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「伝統・文化に関する教育」研修





教員対象：｢伝統・文化｣体感型ワークショップ【研修編】


和太鼓、箏、能・謡、絵手紙、陶芸、書写、刻字
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学　校(｢伝統・文化｣に関する教育実践）　　　　


生徒対象：｢伝統・文化｣体感型ワークショップ【実践編】














大阪府教育センター平成22年度「研究フォーラム」





研修内容の見直し及び評価、改善等
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